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徳之島に所在する国有林の自然特性等について（１／３）

区 分 天城町 徳之島町 伊仙町

国有林の面積 １７２９．６５ha １４８４．５３ha ５０７．２９ha

国有林の配置 ・天城岳（５３３ｍ）、三方通岳（４９６ｍ。さそんつじだけ）、大城山（３２９ｍ）、馬鞍岳（２１０ｍ）

周辺にまとまって所在（２３４～２３７林班。４１５．２７ha）

・井之川岳（６４５ｍ）、剥岳（３８２ｍ。はげだけ）、丹発山（４４６ｍ。たんばつやま）、犬田布山

（４１７ｍ。いぬたぶやま）周辺にまとまって所在（２４１～２４９林班。１０３４．４７ha）

・秋利神川（あきりがみがわ）中流域及びその支流にまとまって所在（２３８・２６１林班。２７９．

９１ha）

・天城岳、三方通岳周辺にまとまって所在（２３１～２３３林班。

４０７．８７ha）

・井之川岳周辺にまとまって所在（２３９・２４０、２５７～２６０林班。

５８７．４１ha）

・犬田布山周辺にまとまって所在（２５４～２５６林班。２６６．１４ha）

・犬田布岳の南側周辺にまとまって所在

（２５０・２５１林班。２７１．６６ha）

・町の中央部（面縄周辺）にまとまって所

在（２５２・２５３林班。２３５．６３ha）

主な山岳と標

高３００ｍ以上

の箇所並びに

主な河川

・天城岳、三方通岳、大城山と連なる稜線付近が標高３００～５００ｍに位置

・井之川岳、剥岳と連なる稜線付近が標高３００～６００ｍに位置し、丹発山、犬田布山付近が

標高３００～４００ｍに位置

・美名田山（４３８ｍ。みなだやま）が標高３００～４００ｍに位置。秋利神川が２６１林班のほぼ

中央を流れる

・天城岳、三方通岳と連なる稜線付近が標高３００～５００ｍに位置

・井之川岳からのびる稜線付近が標高３００～６００ｍに位置

・犬田布岳の南側の稜線付近が標高

３００～４００ｍに位置

・国有林は面縄川（おもなわがわ）の上

流部に位置

林種 ・天城岳、三方通岳、大城山周辺は大半が天然林（３７０．７８ha）で、人工林は（４４．４９ha）と

少ない

・井之川岳、剥岳、丹発山、犬田布山周辺のうち、三京林道及び同支線周辺（２４１・２４２林班）

は人工林（リュウキュウマツ等、２３７．８８ha）が多く、それ以外は天然林

・秋利神川中流域及びその支流周辺は、本流左岸に農耕用貸付地（２６１林班の一部。

４３．４１ha）がある以外は天然林

・天城岳周辺は大半が天然林（３５４．４６ha）。三方通岳周辺のう

ち、稜線付近は天然林で、それ以外はリュウキュウマツ等の人工

林（５３．４１ha）

・井之川岳周辺は大半が天然林（７７５．３４ha）で、２３９林班の標

高２００ｍ以下にリュウキュウマツの人工林（７８．２１ha）が所在

・犬田布岳南側、面縄周辺は天然林（

３８３．２９ha）が多く、リュウキュウマツの

人工林も１２４．００ha と比較的多い

林齢 ・天城岳、大城山周辺は高齢天然林が多く、三方通岳、馬鞍岳周辺は３０～４０年生の二次林

が多い

・井之川岳、剥岳、丹発山、犬田布山周辺のうち、三京林道及び同支線周辺は４０年生前後の

リュウキュウマツの人工林が多く、井之川岳からのびる稜線付近、丹発山の西側斜面（三京岳

林木遺伝資源保存林。９８．５２ha）及び周辺の沢沿いや尾根部等、犬田布岳周辺は、概ね

１２０年生以上の高齢天然林。それら以外は３０～６０年生の二次林が多い

・秋利神川中流域及びその支流周辺のうち、美名田山周辺は７０～１２０年生の高齢天然林が

多く、それ以外は６０～７０年生の二次林が多い

・天城岳、三方通岳周辺のうち、天城岳の北側斜面（２３１林班）と

稜線付近、三方通岳の稜線付近は概ね９０年生以上の高齢天然林

が多く、それら以外は２０年生前後の二次林（２３２林班の一部）、

５０～６０年生の人工林（２３３林班の一部）が多い

・井之川岳周辺は概ね８０年生以上の高齢天然林が多く、２３９林

班には４０～６０年生のリュウキュウマツの人工林が所在。それら

以外は３０年生前後の二次林が多い

・犬田布岳南側は、稜線から斜面の中腹

にかけて５０～１００年生の二次林と高齢

天然林が多く、それら以外は３０～５０年

生のリュウキュウマツの人工林が多い

・面縄周辺は、５０～６０年生の二次林、

概ね１００年生以上の高齢天然林が多い

主な現存植生 ・天城岳、三方通岳、大城山周辺の大半はリュウキュウアオイ-スダジイ群集で、天城岳、三方

通岳と連なる稜線付近はアマミテンナンショウ-スダジイ群集

・井之川岳、剥岳、丹発山、犬田布山周辺のうち、三京林道及び同支線周辺はリュウキュウマ

ツ群落、丹発山の西側斜面及び周辺の沢沿いや尾根部等はオキナワウラジロガシ群集、井

之川岳、剥岳と連なる稜線付近はアマミテンナンショウ-スダジイ群集、それら以外はリュウキ

ュウアオイ-スダジイ群集等

・天城岳、三方通岳周辺の大半はリュウキュウアオイ-スダジイ群

集、稜線付近はアマミテンナンショウ-スダジイ群集、それら以外に

シイ-カシ萌芽林、リュウキュウマツ群落が所在

・井之川岳周辺の大半はリュウキュウアオイ-スダジイ群集、稜線

付近はアマミテンナンショウ-スダジイ群集、それら以外にシイ-カ

シ萌芽林、リュウキュウマツ群落

・アマミテンナンショウ-スダジイ群集、リ

ュウキュウマツ群落、畑地雑草群落が混

在

（資料５－２）
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徳之島に所在する国有林の自然特性等について（２／３）

区 分 天城町 徳之島町 伊仙町

特定植物群落 ・丹発山のオキナワウラジロガシ林（原生的な天然林）

・井之川岳の山頂植生（学術上重要な植物群落）

・井之川岳の山頂植生（学術上重要な植物群落）

国有林周辺の

所有形態

・農地等が隣接 ・個人有林等が隣接 ・農地等が隣接

主な希少植物

種の生育状況

・天城岳、三方通岳、大城山、馬鞍岳周辺の国有林では、スブタ、リュウキュウハナイカダ等数

種の生育を確認

・井之川岳、剥岳、丹発山、犬田布山周辺の国有林では、アカハダコバンノキ、スブタの生育

を確認。このほか、丹発山周辺ではマツバランの、井之川岳、剥岳と連なる稜線付近や犬田

布山周辺ではトクノシマカンアオイの、それぞれ生育を確認

・秋利神川中流域及びその支流周辺の国有林では、アカハダコバンノキ、スブタ等数種の生

育を確認

・天城岳、三方通岳周辺の国有林では、スブタ等数種の生育を確

認。このほか、天城岳からのびる稜線左斜面では、タニムラカンア

オイ、シマウリカエデ等数種の、天城岳からのびる稜線右斜面で

は、アマミテンナンショウ、シコウラン、リュウキュウハナイカダ等約

１０種の、それぞれ生育を確認

・井之川岳周辺の国有林では、スブタ等数種の生育を確認。このほ

か、井之川岳東斜面では、アマミテンナンショウ、シコウラン、リュ

ウキュウハナイカダ、トクノシマカンアオイ等１０数種の生育を確認

・犬田布岳、面縄、検福（けんぶく）周辺

の国有林では、アカハダコバンノキ、ス

ブタの生育を確認

主な希少動物

種の生息状況

・天城岳、三方通岳、大城山、馬鞍岳周辺の国有林では、奄美群島重要生態系地域調査にお

いて指標動物９種中４種（アマミノクロウサギ、イボイモリ等）の生息を確認。このほか、ケナガ

ネズミ、アカヒゲ、カラスバトの生息を確認

・井之川岳、剥岳、丹発山、犬田布山周辺の国有林では、奄美群島重要生態系地域調査にお

いて指標動物９種中４種（アマミノクロウサギ、イボイモリ等）の生息を確認。このほか、ケナガ

ネズミ、アカヒゲ、カラスバトの生息を確認するとともに、丹発山西斜面ではアマミハナサキガ

エルの生息を確認

・美名田山周辺の国有林では、奄美群島重要生態系地域調査において指標動物９種中３種

（アマミトゲネズミ、アマミヤマシギ、イボイモリ）の生息を確認。このほか、ケナガネズミ、カラ

スバトの生息を確認

・上記国有林を除く、秋利神川中流域及びその支流周辺の国有林では、アカヒゲ、カラスバト

の生息を確認

・天城岳、三方通岳周辺の国有林では、奄美群島重要生態系地域

調査において指標動物９種中４種（アマミノクロウサギ、イボイモリ

等）の生息を確認。このほか、ケナガネズミ、アカヒゲ、カラスバト

の生息を確認

・井之川岳周辺の国有林では、奄美群島重要生態系地域調査にお

いて指標動物９種中４種（アマミノクロウサギ、イボイモリ等）の生

息を確認。このほか、ケナガネズミ、アカヒゲ、カラスバトの生息を

確認

・犬田布岳周辺の国有林では、奄美群島

重要生態系地域調査において指標動物

９種中２種（アマミヤマシギ、イボイモリ）

の生息を確認。このほか、犬田布獄周辺

の国有林ではケナガネズミを、犬田布

獄、面縄、検福周辺の国有林では、アカ

ヒゲ、カラスバトの生息を確認

マングースの

生息分布

未生息 未生息 未生息

ノヤギの生息

分布

未生息 未生息 未生息

マツ枯れの被

害分布

国有林には未発生 （昨年まで徳之島ではマツ枯れ被害は報告されていなかった。平成２２年

7 月、国有林に隣接する民有林でマツ枯れ木１０数本を現地確認）

国有林には未発生 国有林には未発生



3

【 参考資料 】徳之島に所在する国有林に生息・生育している希少動植物種について

区 分 天城町 徳之島町 伊仙町

希少植物

種

【指標植物】タニムラカンアオイ、トクノシマカンアオイ、ハツシマカンアオイ

【その他】アカハダコバンノキ、シナヤブコウジラン、シマサルスベリ、スブタ、マツバラン、

リュウキュウウマノスズクサ、リュウキュウハナイカダ

【指標植物】アマミテンナンショウ、タニムラカンアオイ、トクノシマカンアオイ、ハツシマカ

ンアオイ

【その他】アカバシュスラン、アカハダコバンノキ、アマミアオネカズラ、オオオサラン、オオ

シマウツギ、オオシマガマズミ、オオシマムラサキ、カシノキラン、クニガミシュスラン、クニ

ナガシュスラン、シコウラン、シナヤブコウジラン、シマイヌザンショウ、シマウリカエデ、シ

マカナメモチ、スブタ、タカツルラン、チケイラン、トクサラン、トクシマエビネ、トクシマテ

ンナンショウ、ヤエヤマネコノチチ、ヤクシマネッタイラン、リュウキュウウマノスズクサ、リ

ュウキュウツルマサキ、リュウキュウハナイカダ

【指標植物】該当種なし

【その他】アカハダコバン

ノキ、スブタ

希少動物

種

【指標動物】アマミトゲネズミ、アマミノクロウサギ、アマミヤマシギ、イボイモリ

【その他】ケナガネズミ、アカヒゲ、カラスバト、アマミハナサキガエルが見られる

【指標動物】アマミトゲネズミ、アマミノクロウサギ、アマミヤマシギ、イボイモリ

【その他】ケナガネズミ、アカヒゲ、カラスバト

【指標動物】アマミヤマシ

ギ、イボイモリ

【その他】ケナガネズミ、

アカヒゲ、カラスバト


